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　　　超海王星に話すろロウエルの豫言

　　　　　　　　　　　　　グリニチ天文毫

　　　　　　　　　　　　ヂャックリン

　超海王壁の素見が報ぜられるや，一般公衆がこれに封し自然的に興味を

持つ様になって來ナこ．超海王星が他の遊星と如何に一致貼を多く持って居

うかとか，その遊星の質量，離心率，軌道の傾斜，衛星の有無とか云ふ様

な事は太陽系の三生と云ふ學詮に關し重要なる意味を持つべきものであら

う・超海王星の温品の物理的性質はとても観測されまい．天鰐力學に關す

る人々の興味は，套見に至るまでの論檬を考へる事や，海王星との聞に或

一致されたる三三のあるか否かと云ふ事について，或比較をすると云ふ所

にある。

　もしも今度爽見されナこ超海王上がパーシバル、ロウエルに依て豫言され

ナニる軌道に近くあっナこならば，その二言と鳥見と（二者ともロウエル天文

豪にてなされナこ）に封し，我々は最高の嘆美を彼等に與へる事を惜まぬも

のである．尤も，計算に依て薪遊星を磯見すると云ふ事は，八十年も前に

ルベリエ，アダムス，ガルレ，等に依て解かれナニ問題の繰返しであるが，

今度の超海王星に就ての螢見上の困難は，前に嚢見されたる海主星よりも

精度のより低き遊星であると云ふ事であっナこ．要すろに，もしも，この喪

見されたる星が，現にロウエルに依て豫言された超海王星であったとする

ならば，その三見は非常に困難なるものであっナこに違ひない．しかるに海

王星は，その光度のより大なる黙に於て二見さるべき事をさけばれナこので

ある．さて，我々は實際の二二にふれて見やう．

　天三E星は1781年にハーシェルに依て獲見されナこ．古き記鋒を精査して見

るに，1690年頃から度々これが槻測された事が分る．實際ルモニエは，そ

の遊星たる性質をも知らすに，一一fiの聞に八回も観測をなし，又四日聞も

績けてこれを見て居る．その星の性質をも調べすに観測すると云ふ様な事

は戒むべき事である．1820年にブブールは古い観測と新しい1観測とが一致

しない事を見出し，彼の位置豫表を作るにあナこって，大謄にも初期の観測の
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結果をとりすてナこのであっナこが，その作製しナニ表は短ll寺日の間に悪くなっ

て行つナニ．その喰違ひの量は183⑪年には20秒，1840年には90秒，1844年

には120秒であっナこ．アダムス最初の概略な計算に1840年までの材料を用

ひ，ル〈rリエは1845年までの材料を用ひて計算をしナニ．天王星は1822年に

海王星の位置を通過しナニのである．天王星と海王星の甲羅的の運動は，一

年に約二度でその謬見される以前の頃には，その撮動は非常に小さかつt：

のである．然るに太陽からの距離の違ひはボーデの法則から考へられナニも

のよりも小さかった爲に，笹下の時の撮棒は比較的大きなものであっナこ．そ

れ故に，此の撮動遊星の経度を豫讃する事は非常にナこやすい問題であった．

が，他の要素の決定に於ては，それだけ困難であっナこ．その様な諜で，實

際には大きさは如何なる程度のものか，軌道は如何なる形を有するかにつ

いては簡軍なる想像で経度を豫有するには十分であった．言葉をかへて云

へば，その差の焔分はもし耀の搬の牽引加m（l　　lLX2　lfLi）の正しき

もののみを用ふるならば，十分満足する値を得る事が出癖やう．ルベリエ

とアダムスは容易にこの量の値を見出し，ガルレはその遊星を叢慨するに

困難でなかつナこ．

　さて，もとにかへる事とし，ロウエルの超海王星報告なるものは，1915

年置出版せられ，その観測的の基礎は二世紀間にわナこる天王厚の運動の不

規則からである．帥ち彫れは天王星自身の二公轄よりも永く，豫言されナこ

る海≡E星の一公傳とほ・“同じ醜聞であっナこ．

　次にロウエルの記録よりとりナこるルベリエとガ平皿の理論と槻測との差

の値をか》ける．二つの學詮には顯著なる淺差の相違を見る事が出來る

が，Vウエルは餌差が公算誤差の四，五倍を越えて居ると想像して居つナニ

のである．問題は軌道の要素の思差を集めてこの遊星の質量や，他の．要素

を見出す事にあったのである．我々が戦馬遊星の眞なりとされtこる質量の

誤差に依て影響されなければならない所の残差を考へる時，それは殆んど

失望を起すに違ひない．尤も，ガヨーに依て探用されナこ木星，土星，海王

星，等の質：量は，非常にTEI確で疑をさしはさむ事は出來ないであらう．ロ

ウエルのとつナこ態度は未知天髄のSemimajor　Axisの或る値：を探用し，．又
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経度の値の完全なる一系をとり，それより最小の淺差の三方の縛和を経度

の値に選んだ事である．その方法は卒均距離の種々の値を以て計算をくり

かへされ，途にその攣化の値が與へる事の出來る最小の淺差を見出しナこの

である．この方法は勿論非常に勢力を要するものであっナニが，ロウエルは

大なる忽耐力を以てこれを仕上1ナナこのである．次に彼の最後のSummary

を引用すれば………

　L離心率の一次項による二二作用から，最も嚴密なる最小二乗法を用み

て，1750年から1903年までの残差の≧F方の和は，外方の未知星の同定によ

って71パセントも減少しナこ「．

　もっと多くの項を探り，観測の年数を暦し，叉，離心率：の二乗を用みて

も，結果には大した墾化は無い．

　淺されナこる所の不規則は観測の誤りに依て設明する事が出來ると，ロウ

エルは考へtこ．信頼する事の出直る結果は，緯度の差から見出す事が出來
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なかつfこ．それで楕圓軌道の傾斜は推定する事は出域ぬが；ロウエルは10

度の程度であらうと考へたのである。

　そこで，解としては未知遊星が太陽と天王星とに依て引かれるその引力

の違ひのナこめに経度が180度だけ異った二つの解が生する．今回薪しく早

見されナこる遊星の位置に最も近き解の要素は次の如きものである．

　　　　　　　　Helioceutric　lengitude　on　1919．　July　84．00

　　　　　　　　Semimajor　Axis　4，0），O
　　　　　　　　Mass　in　terms　of　the　Sun’s　mass　1／50，000

　　　　　　　　Eccentricity　O．202
　　　　　　　　Longitude　of　Perihelien　203．80

これ等から與へられる経度は現在に於ては104度で，新しい遊星の位置

107度にかなり一致して居つナこ．豫言されナこる光度は，12－13等，2Pち観

測されたるものよりも十倍も輝いtこものであっナこ．そしてその直径が一秒

と語言されナこが，之れは重大なる不一致であっナニ．

　一差の小でないのは引力の小なるナこめである．質量は海王星の質量の0．4

で，卒均會合の時に於て新遊星の天≡E星に及ぼす引力は，同じ患所に於い

て海王星畷ぼす引力のほんの÷であらう．thほ，二星の棚翻が

速いナこめ，此の力が働く時日は短かい．

　15等級の小遊星の赤見は毎日の様に行はれて居る．遊星は爲眞に撮られ

ナこる星の中よりその運動を決定する事に点て恒星との匠別を定める事が出

來る・この豫言されナこ軌道上にある遊星は，最も都合よき歌態にあっても

一時聞に二秒，又は三秒程度の運動を示すに過ぎない．そしてそれが遊星

なりや否やを槍するには，豫期されたる遊星なれば少くとも五秒程の線と

なって現れて居る事が必要である。他の方法は引画き日々撮りず：る篇眞を

瞼し，その運動を決定する事が出來る．然し爲眞の中の多くの恒星の中か

ら遊星を見出すと云ふ事は，非常に困難なる事である．ナこぶんロウエル天

文璽の槻測者達はこの非常に微光の超海王星を獲見するまでには，多くの

小遊星を見出した事であらう．全世界の天文暗者はロウエルに依て悪言さ

れナこる軌道上に新遊星が如何なる運動をなすかを非常な興味をもつて眺め

て居る事であらうし，又一層精しい槻測結果の獲表を期待して居るであら

う．〔Nature　3151〕（宮澤言下）


